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2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2017年度 2018年度

北海道 9月 7.73% 11月 12.43% 4月 15.33%

東 北 9月 8.94%

東 京 9月 8.46%

中 部 5月 3.77%

北 陸

関 西 5月 9.75%
6月 4.62％

10月 8.36%
8月 ▲3.15％ 7月 ▲4.03％

中 国

四 国 9月 7.80%

九 州 5月 6.23%

沖 縄

（参考）大手電力（旧一般電気事業者）各社の電気料金改定状況

※2010年度以降の、規制部門の改定状況。
※〔〕は直近の改定後の料金からの激変緩和のための段階的値上げによる変化率。
※北陸電力は、自由化部門のみの値上げを2018年4月1日に実施している。 6

規制部門における改定はなし

規制部門における改定はなし

規制部門における改定はなし























 小売全面自由化後、新しい料金プランが現れている。

（参考）料金メニューの例

・基本料金を0円とし、完全従量制の電気料金プランを提供。
家族世帯、店舗・事務所など、契約アンペア数が高く、電力使
用量の多い需要家に有利。

・LooopやSBパワー、TRENDEなどが提供。

・消費者にとっての分かりやすさを重視し、一段階料金のメニュー
を提供。電気使用量の多い層がターゲット。

・ケイ・オプティコム、F-Powerなどが提供。

完全従量料金

一段階料金
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・一定時間帯の電気料金を無料にするプランを導入。基本料金
を2倍にするかわりに、特定の時間帯（例えば、朝6時～8時
や、夜19時～21時）の従量料金を無料に。

・消費者は、無料時間帯に洗濯機を回すなど、使い方次第で
電気代節約が期待できる。

・HTBエナジーが提供。

・健康志向の高まりを背景に、歩いた歩数に応じて電気料金を
割り引くサービスが登場。例えば、1日1万歩のペースで歩くと、
年間の電気料金が大手電力より14%割安になる。

・イーレックスが提供。

特定時間帯無料

歩数連動割引

・小売事業者が予め指定する日の最も需要が多い時間帯の節
電実施状況に応じて電気料金を割引。

・具体的には、①節電実施日の平均使用電力量と、②節電実
施日の前平日5日間のうち、11時～14時の使用電力量が多
い4日間の当該時間帯の平均使用電力量を比較し、節電し
た電力量に応じて電気料金を割引。

・北陸電力が提供。

節電割引

時間帯別料金

・家庭で電気をよく使用する夜間の時間帯（例えば、夜8時か
ら翌朝7時まで）で割安な料金を設定。

・昭和シェル、シン・エナジーなどが提供。

（出所）電力取引報、各社ホームページ





全体総括及び今後について

 以上のとおり、電気料金の推移について確認を行った。

 電気料金は、第1次制度改革前と比較して低下傾向にあるものの（再エネ賦課金の影
響を除く）、東日本大震災以降では、原子力発電所の停止等の影響を受けて上昇傾
向にある。

 全面自由化後、新電力の参入は着実に進んでおり、大手電力の規制料金と新電力の
平均単価（低圧）を比べると、新電力が一貫して割安となっている。

 料金メニュー数は、全面自由化直後に比べて約8倍に増加するとともに、ガスやインター
ネット等とのセット販売も進んでおり、需要家の選択肢が増えていることが伺える。

 引き続き、電気料金の最大限の抑制、需要家の選択肢や事業者の参入機会の増大
等の観点から、フォローアップしていく。
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